
篠栗町社会福祉協議会　福祉餅つき大会
～町内在住70歳以上の一人暮らし高齢者にお餅とおにぎりを～
（平成２２年１２月１９日　篠栗町）

　新年を迎えて　平成23年　年頭あいさつ
●全国社会福祉施設経営者協議会　アクションプラン2015発表
　地域の社会的信頼に応える公正で倫理的な経営を実践するために
●社会福祉施設防災セミナー
　災害から施設利用者の安心・安全を守るために
●社会福祉施設防災訓練
　命を守るために、今、私たちができること
●赤い羽根自販機
　県民の皆様のあたたかいご協力により、県内設置90台突破

１月号
２０１1.１２5号
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共助社会づくりを目指して

福岡県知事　麻生　渡

　あけましておめでとうございます。
　皆さまには晴れやかに新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。

　近年、新興国の台頭が著しく、わが国は、こうした国々から多くの挑戦を受ける立場に置かれてい
ます。また、国内では少子高齢化に伴い、速いスピードで社会の変化が進んでいます。
　国の内外が激動の時代にある今、福岡県は、変化の本質を良く見極め、時代に対応していくとともに、
アジア諸国と友好と平和を保ち、さまざまな分野での交流を進めながらアジアとともに発展すること
を目指さなければなりません。また、福岡のおおらかで明朗、かつ親切という素晴らしい県民性を生
かし、ともに支え助け合う共助社会をつくることが必要です。
　このような視点から、今年も県政運営に邁進してまいります。
　わが国の経済は、長期のデフレや急激な円高などさまざまな課題を抱えており、雇用情勢は依然厳
しい状況にあります。そのような状況を受け、県では、農業や福祉介護など人材不足分野への人材移
転をはじめ、年代に応じたきめ細かな就職支援や職業能力の向上、新卒者の就職支援など、雇用創出、
雇用確保に全力をあげて取り組みます。
　わが国は、急速な高齢化の進展に伴い、生産年齢人口が大幅に減少することが予測されています。
今後も活力ある社会を維持するためには、意欲にあふれ、経験や知識の豊富な高齢者が、社会で活発
に活動いただくことが必要です。そこで、県では、70歳を過ぎても現役で活躍することのできる社
会を目指す「70歳現役社会づくり」や、高齢者が安心・安全に運転できる自動車を開発する「高齢
者にやさしい自動車の開発」を推進しています。高齢者の生きがいづくり、健康づくり、仲間づくり
を目的とした「ねんりんスポーツ・文化祭」も開催します。このように高齢者が毎日を元気に過ごし、
はつらつと活躍することのできる社会づくりを進めてまいります。
　また、少子化の流れに歯止めをかけるため、独身者の出会いを応援する「新たな出会い応援事業」
の推進や「子育て応援宣言企業」５千社、「子育て応援の店」２万店の登録を新たな目標とし、結婚・
子育てを応援する社会づくりを一層推進します。
　さらに、障害者がいきいきと地域で暮らすことができるよう社会参加や雇用の拡大を図るとともに、
障害者がつくった芋焼酎「自立」をはじめとする「まごころ製品」の販売促進に努め、障害者の所得
向上を目指す自立支援施策を推進します。
　女性の再就職や母子家庭の就業支援、新生活産業の育成にも取り組み、女性の社会進出を応援します。
　県民の皆さんの安全・安心の生活を守るため、「福岡県暴力団排除条例」を活用し暴力団撲滅に取
り組むとともに、飲酒運転の根絶、高齢者の交通事故防止など交通安全運動を推進してまいります。

　本年が皆さまにとって素晴らしい一年となりますよう心からお祈りいたします。

平成23年 年頭あいさつ
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新年を迎えて
官民一体となった
　実効性のある取り組みを実施

福岡県社会福祉協議会　会長　平山　良明

　新年あけましておめでとうございます。
　皆様には、日頃から、社会福祉の推進に格別のご理解とご協力をいただき、誠にありがとうござい
ます。
　さて、相次ぐ高齢者の所在不明問題や孤立死の増加、後を絶たない児童虐待など、家族間や住民同
士の関係の希薄化を一因とするさまざまな社会問題が発生しており、ひとり暮らし高齢者や障害者等
の方々が、地域で安心して暮らしていけるようそれぞれの地域における生活課題を的確に捉え、官民
一体となった見守り体制や住民同士の支え合いの仕組みを再構築することが強く求められています。
　このような中、福岡県社協では、高齢者の健康づくりや介護予防、仲間づくりを目的とした「ふれ
あいいきいきサロン活動」の普及促進や、本会が実行委員会事務局を担っている「ねんりんスポーツ・
文化祭」事業に関係機関・団体と協働して取り組むとともに、県の新たな取り組みである「70歳現
役社会づくり」にも積極的に協力してまいります。
　一方で、サービスの質を確保するための福祉・介護職の人材不足は依然として深刻な問題であり、
生
いの ち

命と人権を守るにふさわしい労働環境の確保とともに専門性を高める取り組みが喫緊の課題となっ
ています。
　福岡県社協では、福岡県独自の緊急雇用対策事業として「福祉・介護人材育成就業促進事業」を受
託し、各社会福祉施設種別協議会等と連携を図りながら雇用・人材の確保に重点的に取り組んでおり
ます。
　また、経済不況が長期化する中、セーフティネットとしての生活福祉資金貸付や生活支援の適正な
取り組みもますます重要となっており、福岡県社協では、失業等で生活にお困りの方に効果的な支援
が実施できるよう、福岡県や市区町村社協、行政と協力し、生活福祉資金貸付制度の適正な運用に全
力を挙げて取り組んでまいります。
　さらに、福岡県７月豪雨災害や福岡西方沖地震等における災害復旧活動の経験を活かし、地域福祉
活動としての災害対策の充実に努めていくとともに、施設利用者が安心・安全に生活を営めるよう、
社会福祉法人、施設における防災意識の向上や災害対策の強化に努めてまいります。

　これらの事業の実施により、福岡県社協に寄せられる期待は非常に大きく、責任の重さを痛感して
おります。時代の変化に柔軟かつ先駆的に対応し、誰もが相互に協力し支え合う共助社会を目指して、
幅広い連携を基本に地域福祉を推進している社会福祉協議会の専門性と機動力をこれまで以上に発揮
し、県政と社会福祉施設等、福祉サービスを提供する事業者と一体となった実効性のある事業に本年
も取り組んでまいりますので、県民の皆様の一層のご支援、ご協力をお願いいたします。



4

　

全
国
社
会
福
祉
施
設
経
営
者
協
議
会

は
、
11
月
24
日
に
沖
縄
県
で
開
か
れ
た

「
第
29
回
全
国
社
会
福
祉
施
設
経
営
者

大
会
」で
、
社
会
福
祉
法
人
が
２
０
１
１

年
度
か
ら
５
年
間
か
け
て
取
り
組
む
べ

き
課
題
を
示
し
た「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
２
０
１
５
」を
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
１
５
」は
、

経
営
協
に
加
入
す
る
社
会
福
祉
法
人
が

２
０
１
１
年
か
ら
２
０
１
５
年
度
に
取
り

組
む
べ
き
中
期
行
動
計
画
の
こ
と
で
す
。

「
新
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
21
」（
２
０
０
６

年
か
ら
２
０
１
０
年
度
）に
続
く
も
の

で
、
全
国
社
会
福
祉
施
設
経
営
者
協
議

会
の
総
務
委
員
会
が
昨
年
の
７
月
か
ら

11
月
に
か
け
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
１
５
」は

社
会
福
祉
法
人
の
機
能
を
次
の
よ
う
に

定
義
し
た
上
で
、
社
会
福
祉
法
人
が
税

の
減
免
な
ど
の
公
的
支
援
や
、
寄
付
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
国
民
の
支
援

を
受
け
る
極
め
て
公
共
性
の
高
い
法
人

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
正
で
倫
理
的
な

経
営
を
実
践
す
る
こ
と
は
不
変
的
か
つ

絶
対
的
命
題
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

中
期
行
動
計
画
と
し
て
は
、「
新
・

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
21
」が
社
会
福
祉

法
人
に
求
め
ら
れ
る
取
り
組
み
と
し
て

挙
げ
た
項
目
を
再
編
し
、
次
の
よ
う
な

重
点
課
題
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

地
域
の
社
会
的
信
頼
に
応
え
る

 

公
正
で
倫
理
的
な
経
営
を
実
践
す
る
た
め
に

全
国
社
会
福
祉
施
設
経
営
者
協
議
会 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
１
５
発
表

社会福祉法人の機能

行政との協力・連携により福祉
サービスを供給。

市場で利用者との対等な関係に
基づいて福祉サービスを提供。

制度の狭間にあるニーズに応え
る。

アクションプラン２０１５より

　

こ
の
重
点
課
題
に
基
づ
き
、「
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
１
５
」で
は
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
す
取

り
組
み
と
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三

者
評
価
や
外
部
評
価
の
積
極
的
受
審
、

苦
情
解
決
第
三
者
委
員
会
の
推
進
な
ど

を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

公
益
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
低

所
得
者
へ
の
積
極
的
対
応
や
、
地
域

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
取
り
組
み
で
あ
る

「
１
法
人
１
実
践
活
動
」の
実
施
に
つ
い

て
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

２
０
１
５
」で
は
、
期
待
す
る
職
員
像

の
提
示
や
職
員
の
処
遇
向
上
も
盛
り
込

ん
だ
他
、
理
事
会
や
評
議
員
会
な
ど
法

人
の
機
能
強
化
も
求
め
て
い
ま
す
。

アクションプラン２０１５
重点事項

●サービスの質の向上
●公共的・公益的取り組みの推進
●トータルな人材マネジメントの
　実現
●組織統治の確立
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社
会
福
祉
事
業
の
主
た
る
担
い
手
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
た

　
　

良
質
か
つ
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て

福
岡
県
社
会
福
祉
施
設
経
営
者
協
議
会　

会
長　

森
田　

公
一　

氏　

福
岡
県
経
営
者
協
議
会
の
今
後
の
取
り
組
み

　

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
、
社
会
福
祉
施
設
各
種
別
協
議

会
と
連
携
し
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ

た
、
良
質
か
つ
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
児
童
福
祉
・
老
人
福

祉
・
障
害
者
福
祉
分
野
ご
と
に
専
門
委

員
会
を
設
け
、
制
度
の
学
習
や
処
遇
の

改
善
を
検
討
し
、
研
修
会
の
企
画
や
必

要
な
情
報
の
収
集
・
提
供
等
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
施
設
等
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
が
社
会
的
信
頼
に
応
え
、
も
っ

と
社
会
的
存
在
感
を
高
め
る
た
め
に
、

福
岡
県
社
協
で
は
、
今
後
も
各
種
別
協

議
会
と
協
力
し
、
県
内
福
祉
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
本
誌
を

通
じ
て
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
岡
県
社
会
福
祉
施
設
経
営
者
協

議
会
と
は
、
児
童
・
障
が
い
・
老
人

等
の
福
祉
事
業
を
行
っ
て
い
る
、
公

の
認
可
を
受
け
た
社
会
福
祉
法
人
で

組
織
さ
れ
た
団
体
で
す
。
事
業
と
し

て
は
、
研
修
・
調
査
研
究
・
連
絡
調

整
・
情
報
交
換
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
県
の
社
会
福
祉
施
設
経
営
者
協

議
会
の
代
表
が
集
ま
り
全
国
社
会
福

祉
施
設
経
営
者
協
議
会
を
組
織
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
全
国
組
織
の
中
で

３
期（
１
期
５
年
）に
わ
た
り
、
中
期

事
業
計
画
を
策
定
し
、
活
動
理
念
と

目
標
、
事
業
展
開
の
方
向
性
を
示
し

て
き
ま
し
た
。

　

４
期
目
の
プ
ラ
ン
と
し
て「
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
１
５
」を
策
定

し
、
詳
細
を
本
年
度
末
に
は
発
行
し
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
福
岡
県
社
会
福
祉
施
設
経

営
者
協
議
会
と
し
て
は「
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
２
０
１
５
」で
示
さ
れ
る
重
点

課
題（
①
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
②
公

共
的
・
公
益
的
取
り
組
み
③
ト
ー
タ
ル

な
人
材
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
構
築
④
組

織
統
治
機
能
の
強
化
）を
中
心
に
事
業

計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
地
域
主

権（
地
方
分
権
）の
流
れ
の
中
で
、
地
方

自
治
体
と
の
良
好
な
関
係
を
ど
の
よ
う

に
構
築
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
、

大
変
重
要
な
課
題
だ
と
捉
え
事
業
計
画

に
盛
り
込
む
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、
社
会
福
祉
法
人
は
社
会
福
祉

事
業
の
主
た
る
担
い
手
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
、
福
祉
の
向
上
に
日
々
研
鑽
し

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の

社
会
的
存
在
感
を
高
め
る
取
り
組
み

【
問
合
せ
先
】

福
祉
施
設
部　

施
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２（
５
８
４
）３
３
７
７

平成２３年度福岡県経営者協議会の取り組み
（概要）

１　サービスの質の向上

・各種制度改革への適切な対応と諸課題への対応

・情報伝達機能の強化

２　組織統治機能の強化

・研修事業の充実
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福
岡
県
社
協
で
は
、
災
害
対
策
専
門
委

員
会
と
協
力
し
、
11
月
４
日
に
福
岡
市
の

ア
ク
ロ
ス
福
岡
で
、
社
会
福
祉
施
設
を
対

象
と
し
た
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
防

災
の
基
礎（
地
震
・
風
水
害
）や
被
災
経
験

施
設
の
事
例
報
告
な
ど
を
行
う
啓
発
研
修

を
実
施
し
、
当
日
は
７
０
０
人
余
の
施
設

関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
で
、
福
岡
県
社
協
の

隈
本
常
務
理
事
は
、
こ
れ
ま
で
の
福
岡
県

社
協
の
災
害
支
援
の
取
り
組
み
や
平
成
22

年
10
月
20
日
に
奄
美
地
方
を
襲
っ
た
記
録

社
会
福
祉
施
設
防
災
セ
ミ
ナ
ー

災
害
か
ら
施
設
利
用
者
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
に

的
な
大
雨
に
つ
い
て
触
れ
、
社
会
福
祉
施

設
で
防
災
に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を

改
め
て
訴
え
ま
し
た
。

　

基
調
説
明
で
は
、
福
岡
県
社
協
福
祉
施

設
部
施
設
課
の
矢
野
主
査
が
、
福
岡
県
社

協
に
お
け
る
施
設
の
防
災
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
し
、
県
内
の
社
会
福

祉
法
人
・
施
設
全
体
の
災
害
対
策
を
実
施

し
て
い
く
た
め
に
、
各
種
別
協
議
会
と
連

携
し
、
社
会
福
祉
施
設
委
員
会
内
に
災
害

対
策
専
門
委
員
会
を
設
置
し
た
こ
と
や
、

災
害
対
策
専
門
委
員
会
と
協
力
し
、
施
設

の
防
災
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
県
内
の

種
別
協
議
会
に
属
す
る
施
設
あ
て
に
実
施

し
、
全
体
の
７
割
に
あ
た
る
１
，
０
３
２

施
設
か
ら
回
答
を
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
福
岡
県
総
務
部
消
防
防
災

課
の
中
村
良
洋
係
長
が
、
平
成
21
年
７
月

に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
と
福
岡
県
の
対
応

に
つ
い
て
説
明
し
、
福
岡
県
が
運
営
す
る

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
災
害
時
の
情
報

等
を
知
ら
せ
る
防
災
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

日
本
防
災
士
会
の
橋
本
茂
常
任
理
事
の

講
演
で
は
、
近
年
の
災
害
を
振
り
返
り
、

大
規
模
災
害
時
の
行
政
対
応
の
限
界
を
知

り
、
日
頃
の
経
済
活
動
や
地
域
の
諸
活
動

と
連
動
し
た「
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
」の
重

要
性
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
日

本
防
災
士
会
の
橋
本
常
任
理
事
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て

福
岡
市
消
防
局
警
防
課
の
山
下
周
成
課

長
、
障
害
者
支
援
施
設
板
屋
学
園　

椎
葉

亮
副
施
設
長
、
新
潟
大
水
害
と
２
度
の
震

災
で
被
災
し
た
桜
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
福

住
の
冨
田
幸
二
支
配
人
、
福
岡
県
社
協
福

祉
施
設
部
施
設
課
の
的
野
主
査
等
が
最
近

の
自
然
災
害
に
つ
い
て
討
議
を
行
い
ま
し

た
。

パネルディスカッション

福岡市消防局の山下課長
は、災害から身を守るポ
イントとして、施設付近
の地形の把握や避難場所
の確認、くり返しの避難
訓練等をあげられました。

福岡県社協の的野主査は、
福岡県社協の被災地支援
から、被災住民への施設
開放や物資の提供など施
設としての地域貢献の重
要性について説明しまし
た。

板屋学園椎葉副施設長は、
職員が帰宅途中に土砂く
ずれで足止めされた事例
を通じ、施設自体が災害
の危険性を意識するため
の啓発研修の必要性を感
じ、今回の研修にいたっ
た経緯を語られました。

桜ガーデンプレイス福住
の冨田支配人は、２度の
災害で得た教訓から、地
域住民の避難所として施
設のスペースを開放する
など災害時における地域
と施設との連携について
紹介しました。

日本防災士会
橋本常任理事
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障
害
者
支
援
施
設 

千
歳
療
護
園
の
防
災
訓
練

施
設
利
用
者
の

安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
に

　

障
害
者
支
援
施
設
千
歳
療
護
園
（
久

留
米
市
田
主
丸
町
）
で
は
、
11
月
９
日
に

浮
羽
地
区
防
災
協
会
と
浮
羽
消
防
署
と

合
同
で
火
災
発
生
時
の
避
難
訓
練
と
恒

例
の
も
ち
つ
き
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
職
員
が
少
な
い
夜
間
帯
（
午

前
１
時
30
分
）
に
火
災
が
発
生
し
た
想

定
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
82
名
の
利
用

者
の
大
半
が
車
い
す
を
使
用
し
て
い
ま

す
が
、
職
員
４
人
が
迅
速
に
避
難
さ
せ
、

火
災
発
見
か
ら
７
分
26
秒
で
全
員
を
避

難
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
も
ち
つ
き
大
会

は
、
千
歳
療
護
園
と
浮
羽
地
区
防
災
協

会
、
浮
羽
消
防
署
が
毎
年
実
施
す
る
年

末
の
恒
例
行
事
で
今
年
で
30
回
目
を
迎

え
ま
す
。

　

30
キ
ロ
の
餅
米
を
使
用
し
、
浮
羽
地

区
防
災
協
会
の
樋
口
会
長
と
利
用
者
の

方
々
が
一
緒
に
き
ね
で
つ
い
た
、
で
き
た

て
の
餅
は
、
格
別
の
様
で
、
み
な
さ
ん
お

い
し
そ
う
に
召
し
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

千
歳
療
護
園
の
日
野
理
事
長
は
「
地

元
の
消
防
署
と
防
災
協
会
の
方
と
と
も

に
避
難
訓
練
を
実
施
し
日
頃
か
ら
災
害

に
備
え
る
こ
と
は
、
施
設
の
防
災
に
有

効
で
す
。
利
用
者
は
も
ち
つ
き
大
会
を

大
変
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
今
後
も
続

け
て
い
き
た
い
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】福
祉
施
設
部　

施
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２（
５
８
４
）３
３
７
７

避難訓練の後、地元の消防署と
防災協会の方とともにもちつき
大会を行いました。

社会福祉施設防災訓練
―命を守るために、今、私たちができること―

日　　時　平成23年１月19日（水）・25日（火）11時開会
会　　場　クローバープラザ　体育館・グラウンド（春日市原町3-1-7）
主な内容　 状況に応じた利用者の避難訓練、瓦礫救出訓練、土のう積

み訓練、地震体験車による震災訓練、応急処置訓練、災害
伝言ダイヤル体験等

対　　象　社会福祉施設役職員、市町村防災関係職員等
　　主催　福岡県社会福祉協議会
　　共催　 福岡県社会福祉施設経営者協議会、福岡県乳児院協議会、福岡県児童養護施設協議会、
　　　　　福岡県母子生活支援施設協議会、福岡県身体障害者施設協議会、福岡県知的障害施設協議会、
　　　　　福岡県老人福祉施設協議会、福岡県婦人保護・救護施設協議会、福岡県保育協議会
　　後援　福岡県

※社会福祉施設防災訓練の詳細は次号で紹介します。

【問合せ先】福岡県社協　福祉施設部　施設課　ＴＥＬ０９２（５８４）３３７７
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県
民
の
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
に
よ
り

　
　

赤
い
羽
根
自
販
機  

県
内
設
置
90
台
突
破

　
「
赤
い
羽
根
自
販
機
」は
、
設
置
者
に

売
上
の
13
％
か
ら
20
％
が
手
数
料
と
し

て
支
払
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
売
上
の

一
部
が
赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ
寄
付
さ

れ
る
募
金
付
き
自
動
販
売
機
で
す
。

　

身
近
な
地
域
福
祉
活
動
を
応
援
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、
公
民
館
や
病
院
、

企
業
な
ど
で
設
置
に
協
力
い
た
だ
い
て

お
り
、
12
月
末
現
在
、
県
内
28
市
町
に

95
台
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

赤
い
羽
根
自
販
機
で

　
　
　

企
業
の
地
域
貢
献
を
実
施

　

㈱
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
甘
木
工
場（
朝
倉

市
）で
は
、
従
来
か
ら
共
同
募
金
運
動

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
回
、
新
た
な
地
域
貢
献
活
動
と

し
て
、
赤
い
羽
根
自
販
機
を
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
自
販
機
は
通
常
よ
り
も
安
価

な
値
段
で
販
売
し
て
お
り
、
地
域
貢

献
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
従
業
員
１
，

５
０
０
名
の
福
利
厚
生
の
一
環
と
し
て

も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

担
当
の
方
は
、「
こ
れ
ま
で
も
企
業

と
し
て
募
金
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
自
販
機
は
、
飲
料
を
買
う
だ
け
で
、

購
入
者
一
人
一
人
が
募
金
で
き
ま
す
。

身
近
な
地
域
へ
の
社
会
貢
献
活
動
の
一

つ
と
し
て
、
私
た
ち
も
今
後
協
力
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
全
体
で
協
力

　
　
　

島
廻
行
政
区
の
取
り
組
み

　

川
崎
町
の
島
廻
行
政
区
で
は
、
公
民

館
や
個
人
宅
前
な
ど
、
３
台
の
赤
い
羽

根
自
販
機
を
行
政
区
内
に
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

区
長
で
あ
り
、
自
身
の
自
宅
前
に
も

自
販
機
を
設
置
い
た
だ
い
た
中
川
さ
ん

は
、「
最
初
は
子
ど
も
た
ち
の
た
ま
り

場
に
な
っ
た
り
、
ゴ
ミ
が
散
乱
し
た
り

す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
実
際
設
置
し
て
み
る

と
、
そ
ん
な
心
配
は
全
く
な
く
、
暗
い

道
路
が
自
販
機
の
光
で
明
る
く
な
っ
た

り
、
遠
く
ま
で
飲
料
を
買
い
に
行
く
必

要
が
な
く
な
っ
た
り
、
募
金
以
外
の
利

点
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。」と
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

福
岡
県
共
同
募
金
会
で
は
、
飲
料
会
社
と
協
力
し
、
飲
み
物
を
購
入
す
る
と
、
そ
の
売
上
の
一
部
が
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
寄
付
さ
れ
る

自
動
販
売
機
募
金
「
赤
い
羽
根
自
販
機
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

募金付き自動販売機
「赤い羽根自販機」

赤い羽根自販機を設置いただ
いた島廻行政区長の中川さん

【
問
合
せ
先
】

福
岡
県
共
同
募
金
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
８
８
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福
岡
県
共
同
募
金
会
で
は
、「
み
ん

な
で
さ
さ
え
あ
う
あ
っ
た
か
い
地
域
づ

く
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
昨
年
も
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
を
12
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
１
か
月
間
実
施
し
ま

し
た
。

　

12
月
１
日
に
西
鉄
福
岡
駅
周
辺
で

行
っ
た
街
頭
募
金
で
は
、
福
岡
医
療
短

期
大
学
、
大
村
美
容
専
門
学
校
、
麻
生

外
語
観
光
＆
製
菓
専
門
学
校
、
福
岡
航

空
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
38
名
を
含
め
、
総
勢
74
名
が
募

金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

経
済
状
況
が
大
変
厳
し
い
中
、
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
に
は
、
た
く
さ
ん
の

貴
重
な
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
気
持
ち
が

こ
も
っ
た
こ
の
浄
財
は
、
支
援
が
必
要
な

方
へ
の
見
舞
い
金
事
業
だ
け
で
な
く
、子

育
て
サ
ー
ク
ル
・
子
育
て
サ
ロ
ン
活
動
、

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
等
へ
の
見
守

り
・
訪
問
活
動
や
お
せ
ち
料
理
の
配
布

等
の
地
域
の
身
近
な
た
す
け
あ
い
の
活

動
に
役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
年
賀
状

　

福
岡
県
共
同
募
金
会
う
き
は
市
支
会

で
は
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
配
分

金
に
よ
り
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ

の
年
賀
状
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
吉

井
幼
稚
園
の
園
児
達
が
、
以
前
、
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
交
流
会
で
交
流
し
た
お

じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
年
賀

状
を
贈
り
、
お
便
り
で
の
交
流
を
行
い

ま
し
た
。

　

園
児
達
は
、
保
育
士
の
先
生
に
教
わ

り
な
が
ら
、
今
年
の
干
支
の
う
さ
ぎ
を

描
い
た
年
賀
状
を
作
成
し
、
一
枚
一
枚

に
手
描
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
み

ま
し
た
。

地
域
の
身
近
な
福
祉
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金　

園
児
か
ら
の
年
賀
状
を
も
ら
っ
た
高

齢
者
は「
習
っ
た
ば
か
り
の
字
で
、
一

生
懸
命
年
賀
状
を
書
い
て
く
れ
た
姿
が

目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
、
温
か
い
気
持
ち

に
な
っ
た
お
正
月
で
し
た
。」と
嬉
し
そ

う
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ありがとうございます。　匿名の寄付が届きました。
　去る12月24日のクリスマスイヴの日に、福岡県共同募金会あてに匿名で20万円の現金が東京千歳
の消印のある封書で届きました。
　共同募金の運動期間中に本会に届いたこと、また、現在、全国各地で、児童相談所や児童養護施設
に「伊達直人」名でのランドセル等の寄贈が相次いでいることと同様に、あたたかい善意によるものだ
と判断し、12月27日に福岡県共同募金会及び福岡県社協のホームページを通じて公表いたしました。
　この浄財につきましては、篤志家の方のご寄付として、平成22年度の歳末たすけあい募金として受
け入れ、福岡県内にある児童福祉施設の中学校卒業者へ進学・就職準備のための支援金の一部として
活用させていただきます。
　寄付者の方のあたたかいお気持ちに感謝いたします。本当にありがとうございました。

【問合せ先】福岡県共同募金会　ＴＥＬ０９２－５８４－３３８８

　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
こ
の
よ

う
な
地
域
の
交
流
事
業
に
も
使
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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「
一
歩
踏
み
出
す 

お
母
さ
ん
の
勇
気 

あ
な
た
の
勇
気
」

　

九
州
社
会
福
祉
協
議
会
連
合
会
、
九

社
連
母
子
生
活
支
援
施
設
協
議
会
、
福

岡
県
社
協
、
福
岡
県
母
子
生
活
支
援
施

設
協
議
会
で
は
、
12
月
９
日
・
10
日
に

福
岡
市
の
ヒ
ル
ト
ン
福
岡
シ
ー
ホ
ー
ク

ホ
テ
ル
で
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
母
子
生
活
支

援
施
設
研
究
協
議
会
を
行
い
、
母
子
生

活
支
援
施
設
役
職
員
、
女
性
相
談
員
、

家
庭
相
談
員
、
母
子
自
立
支
援
員
、
民

生
委
員
児
童
委
員
、
行
政
関
係
者
及
び

社
協
役
職
員
等
80
人
が
一
堂
に
会
し
ま

し
た
。

　

研
究
協
議
会
で
は
、
全
国
母
子
生
活

支
援
施
設
協
議
会
の
兜
森
和
夫
会
長

が
、「
全
国
の
母
子
生
活
支
援
施
設
に

お
け
る
現
状
と
課
題
」に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
全
国
母
子
生
活
支
援
施
設
協
議
会

副
会
長
で
あ
り
、
九
社
連
母
子
生
活
支

援
施
設
協
議
会
会
長
で
あ
る
渡
辺
英
秋

氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
パ
ネ
リ

ス
ト
に
全
国
母
子
生
活
支
援
施
設
協
議

会
の
兜
森
会
長
、
全
国
母
子
生
活
支
援

施
設
協
議
会
大
塩
孝
江
副
会
長
、
熊
本

県
母
子
生
活
支
援
施
設
協
議
会
嶋
村

聖
子
会
長
を
迎
え
て
、「
母
親
と
し
て
、

女
性
と
し
て
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、
実
際

の
事
例
を
用
い
な
が
ら
、
諸
課
題
に
対

す
る
取
り
組
み
や
職
員
の
資
質
向
上
等

に
つ
い
て
熱
い
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

九社連母子生活支援
施設協議会 渡辺会長

全国母子生活支援施設
協議会 兜森会長

〜
幸
福
を
め
ざ
す
母
と
子
に
施
設
や
社
会
の
果
た
す
役
割
と
は
〜

第
45
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
母
子
生
活
支
援
施
設
研
究
協
議
会

福
岡
県
障
害
者
文
化
祭

2010

みんな元
気！

ハートが
あたたか

い！

　

12
月
４
日
に
福
岡
市
中
央
区
の
エ
ル

ガ
ー
ラ
・
パ
サ
ー
ジ
ュ
広
場
で
実
施
さ

れ
た
福
岡
県
障
害
者
文
化
祭
で
は
、
障

害
者
の
方
の「
絵
画
」、「
写
真
」、「
俳

句
」な
ど
の
展
示
、
ま
た
、Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽

部
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ

る
演
奏
や
、
障
害
者
の
方
が
つ
く
ら
れ

た
木
工
製
品
や
パ
ン
・
菓
子
の
展
示
販

売
等
を
通
じ
て
、
障
害
者
の
方
の
活
動

に
つ
い
て
県
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
と
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

麻
生
渡
福
岡
県
知
事
は
、
あ
い
さ
つ

の
中
で
、「
今
年
、
障
害
者
の
み
な
さ
ん

が
栽
培
し
た
さ
つ
ま
い
も
で
作
っ
た
焼

酎「
自
立
」は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
応
援

し
て
い
た
だ
き
、
８
，
０
０
０
本
も
売

れ
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
継
続
し
、
成
功
さ
せ
て
、
障
害

者
の
皆
さ
ん
の
収
入
を
あ
げ
て
い
く
活

動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
本
日
の
障

害
者
文
化
祭
を
契
機
と
し
、
障
害
者
の

皆
さ
ん
の
文
化
活
動
が
楽
し
く
行
わ
れ

る
よ
う
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」と

協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
ハ
ー
ト

パ
ー
ク
展
で
、
障
害
者
の
方
が「
元
気
」

を
テ
ー
マ
に
描
い
た
約
６
０
０
点
の
応

募
作
品
の
中
か
ら
、
約
70
点
の
作
品
が

展
示
さ
れ
、
来
場
者
に
深
い
感
動
を
与

え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
知
的
障
害
者
授
産
施
設
Ｊ
Ｏ

Ｙ
倶
楽
部「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
」に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、
そ
の

優
し
い
音
色
に
会
場
全
体
が
温
か
い
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

麻生渡福岡県知事
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中
央
競
馬
馬
主
社
会
福
祉
財
団
・
九
州
馬
主
協
会

　
社
会
福
祉
施
設
に

　
　
　

２
，７
２
８
万
円
の
助
成
金

　

財
団
法
人
中
央
競
馬
馬
主
社
会
福
祉

財
団
と
社
団
法
人
九
州
馬
主
協
会
に
よ

る
平
成
22
年
度
助
成
事
業
施
設
整
備
費

目
録
贈
呈
式
が
11
月
９
日
、
北
九
州
市

の
Ｊ
Ｒ
Ａ
小
倉
競
馬
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
助
成
金
は
中
央
競
馬
の
積
立
金

の
一
部
を
、
中
央
競
馬
馬
主
社
会
福
祉

財
団
で
全
国
の
障
害
者
・
老
人
・
母
子

児
童
の
各
福
祉
施
設
に
助
成
金
を
交
付

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
九
州
馬
主
協
会
の

梶
原
重
雄
会
長
が「
厳
し
い
経
済
状
況

の
中
、
馬
主
の
福
祉
に
対
す
る
真
摯
な

気
持
ち
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
有
意
義

に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。」と
あ
い
さ

つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
央
競
馬
馬
主
社
会
福
祉
財

団
の
本
多
久
雄
事
務
局
長
は「
交
付
を

受
け
た
12
法
人
の
皆
様
は
善
意
の
浄
財

で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
有
効
に
活
用
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
交
付
決
定
後
の
事

務
処
理
に
つ
い
て
も
適
正
に
お
取
り
扱

い
い
た
だ
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
さ

れ
、
梶
原
会
長
か
ら
各
助
成
決
定
施
設

に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
助
成
施
設
を
代
表
し

て
、
社
会
福
祉
法
人
八
女
福
祉
会
の

紫
原
明
廣
理
事
長
が「
い
た
だ
い
た
助

成
金
を
ご
期
待
に
反
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
利
用
者
の
方
々
の
た
め
に
有
意
義

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

九州馬主協会梶原会長中央競馬馬主社会福祉財団
本多事務局長

母子生活支援施設へ　歳末の贈り物
　社会福祉法人「読売光
と愛の事業団」は、母子
家庭の援助事業として、
毎年末、福岡県母子生活
支援施設を通じ、政令市
と県域所在施設利用者に
対し隔年ごとにクリスマ
スや年越しの一助にと、
寄贈をいただきました。

　本年度は政令市所在施設が対象となっており、
１世帯につき１万円を贈呈し、127世帯、127万円
を寄付されました。
　12月17日に読売新聞西部本社で実施された贈
呈式では、読売新聞西部本社 山本豊事業部長か
ら、母子生活支援施設を代表して、百道寮の濱﨑
幸洋施設長と、八幡母子寮の花田拓二施設長に
目録が贈呈されました。
　いただいた浄財は、母子生活支援施設の子ど
も達へのクリスマスプレゼントや新たな年を迎
えるための準備として有効に活用させていただ
きます。

【問合せ先】福祉施設部　施設課　　
ＴＥＬ　０９２（５８４）３３７７

医薬品をもっと社会に役立てたい
　㈳福岡県医薬品配置協
会では、医薬品及び寄付
金を社会に役立てたいと
いう思いから、県内の養
護老人ホーム10施設に目
薬、キズ絆、貼り薬各500
個の寄贈、及び㈶福岡県
メディカルセンターへ20
万円の寄付をされました。

　12月７日に吉塚合同庁舎で行われた贈呈式で
は、㈳福岡県医薬品配置協会 上村光昭会長から
福岡県保健医療介護部薬務課 田先弘課長へ医薬
品目録が贈呈されました。続いて、田先課長から、
福岡県老人福祉施設協議会 原嘉伸会長及び㈶福
岡県メディカルセンター 山岡春夫常務理事へ目
録が贈呈されました。
　受贈者を代表して、原会長は「高齢者が日常使
う機会の多い目薬や、貼り薬を寄贈いただき大
変助かります。いただいた医薬品は有効に使わ
せていただきます。」とお礼の言葉を述べられま
した。

【問合せ先】福祉人材・情報部　人材・情報課
ＴＥＬ　０９２（５８４）３３１０　　　　

読売新聞西部本社山本豊事業
部長（右）百道寮の濱﨑幸洋
施設長（左）

福岡県保健医療介護部田先
薬務課長（右）福岡県老人福
祉施設協議会原会長（左）
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お知らせ
　

訪
問
販
売
の
場
合
は
、
以
下
の
解
決
方
法
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
契
約
書
面
を
も
ら
っ
て
か
ら
８
日
ま
で
は
、

無
条
件
で
解
除
が
で
き
ま
す
。（
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
）

　

契
約
書
面
の
記
載
内
容
が
法
律
で
決
め
ら
れ
た
と

　

県
や
市
町
村
に
消
費
生
活
相
談
窓
口
が
あ
り
、
専

門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

一
人
暮
ら
し
の
友
人
（
78
歳
）
を
訪
ね
る
と
、
使
い
そ
う
も
な
い
健
康
機
器
が
部
屋
の
中
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
悪
徳
商
法
の
対
応
や
予
防
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

A Q
高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
悪
徳
商
法
に
つ
い
て

知
っ
て
お
き
た
い
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
等

A

　このページは、ＱアンドＡ形式で、法律に関わる、高齢者の生活問題について取り上げ、それに対す
る対応策や制度について紹介します。

法律相談
　　　　【問合せ先】福岡県社協　福祉振興部　相談課
　　　　　　　　　　相 談 日　毎週水曜日
　　　　　　　　　　相談時間　１３：００～１６：００（予約制）
　　　　　　　　　　Ｔ Ｅ Ｌ　０９２－５８４－３３４４

問合せ先 

092-632-0999
相談時間（土曜・祝日はお休み）
月～金　 9：00～16：30
日曜日　10：00～16：00（電話相談のみ） 

福岡市博多区吉塚本町13-50
福岡県吉塚合同庁舎１階

お
り
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
８
日
を
過
ぎ
て
い
て

も
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
支
払
い
総
額
や
商
品
の
品
質

等
に
関
し
て
勧
誘
員
か
ら
事
実
と
違
う
こ
と
を
告
げ

ら
れ
た
と
気
づ
い
て
か
ら
６
ケ
月
、
ま
た
は
、
契
約
か

ら
５
年
以
内
に
取
り
消
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

日
常
生
活
に
お
い
て
通
常
必
要
と
さ
れ
る
分
量
を

著
し
く
越
え
る
商
品
を
買
っ
た
場
合
は
、
買
っ
て
か
ら

１
年
以
内
に
限
り
解
除
で
き
ま
す
。（
過
量
販
売
解
除
）

　

過
量
販
売
解
除
が
で
き
る
典
型
例
は
布
団
な
ど
で

す
が
、
健
康
器
具
も
内
容
に
よ
っ
て
は
、
過
量
販
売

と
し
て
解
除
で
き
る
余
地
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
解
除
、
取
消
は
販
売
契
約
だ
け
で
な
く
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
に
つ
い
て
も
で
き
、
今
ま
で
支
払
っ

た
代
金
の
返
還
請
求
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
店
舗
で
買
っ
た
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

と
過
量
販
売
に
よ
る
解
除
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
事
実

と
違
う
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
時
は
、
販
売
契
約
の
取

消
が
で
き
、
少
く
と
も
今
後
の
支
払
い
は
拒
絶
で
き

ま
す
。

福岡県消費生活センター
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い
環
境
の
中
で
育
て
る
里
親
の
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
で
す
。
し
か
し
、
現
在
の
要

保
護
児
童
の
里
親
委
託
率
は
、
10
％
程
度

で
あ
り
、
社
会
で
里
親
制
度
に
関
す
る
理

解
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
で

す
。

　

そ
こ
で
、
広
く
、
県
民
及
び
関
係
者
に

里
親
制
度
へ
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と

を
目
的
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
里

親
制
度
の
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

日　
　

時

　

平
成
23
年
１
月
31
日（
月
）

 

13
時
30
分
か
ら
16
時
30
分

会　
　

場　

　

ユ
メ
ニ
テ
ィ
の
お
が
た　

小
ホ
ー
ル

　
（
福
岡
県
直
方
市
山
部
）

定　
　

員　
２
０
０
人　

内　
　

容

○
講
演

　
「
い
ま
、
な
ぜ
里
親
な
の
か
」

　

〜
里
親
制
度
・
里
親
養
育
の
現
状
と

 

今
後
の
あ
り
方
〜

 

青
山
学
院
大
学 

教
授 

庄
司
順
一
氏

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
家
庭
で
育
ま
れ
る
ぬ
く
も
り
」

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

 

九
州
大
学
教
授　

松
﨑
佳
子
氏

参
加
申
込
み

　

事
前
申
込
み
を
推
奨
、
当
日
参
加
も
可
。

託
児
は
事
前
申
込
み
が
必
要
。

主　
　

催　

福
岡
県

後　
　

援　

　

福
岡
県
里
親
会
、
福
岡
県
児
童
養
護
施

設
協
議
会
、
福
岡
県
乳
児
院
協
議
会

問
合
せ
先

　

福
岡
県
福
祉
労
働
部
児
童
家
庭
課

 

　

児
童
福
祉
係

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２（
６
４
３
）３
２
５
６

「
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
３
０
０
０
社

大
会
」

目　
　

的

　

県
で
は
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が
で

き
る
職
場
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
取
組

を
、
企
業
・
事
業
所
の
ト
ッ
プ
が
自
主
的

に
宣
言
す
る「
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
」登

録
制
度
を
、
全
国
に
先
駆
け
平
成
15
年
度

か
ら
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
成
果
を
、
子
育
て
支
援

に
関
心
の
あ
る
企
業
や
県
民
と
広
く
共
有

す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
全
体
で
子
育
て

を
応
援
す
る
と
い
う
気
運
を
高
め
、
宣
言

企
業
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
図
り
ま
す
。

日　
　

時

　

平
成
23
年
２
月
３
日（
木
）

 

13
時
30
分
か
ら
16
時
40
分

会　
　

場

　

ソ
ラ
リ
ア
西
鉄
ホ
テ
ル
８
階「
彩
雲
」

対
象
者

　

県
内
の
企
業
代
表
者
、
勤
労
者
、
学
生

等
の
一
般
県
民（
定
員
６
０
０
名
）

内　
　

容

○
優
良
企
業
の
表
彰

福
岡
県
里
親
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

に
つ
い
て

目　
　

的

　

虐
待
や
親
の
病
気
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
に
よ
り
、
家
庭
を
離
れ
て
生
活
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
が
増
え
る

中
、
子
ど
も
を
家
庭
に
迎
え
、
あ
た
た
か

お知らせ
掲示板

＊１月からの行事予定について紹介します。

○
基
調
講
演

　
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
実
現
の
た
め

の
時
間
管
理
の
目
的
と
ノ
ウ
ハ
ウ
〜
企
業

も
、働
き
手
も
、ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る
〜
」

　

講
師　

㈱
イ
ー
・
ウ
ー
マ
ン
代
表
取
締

役
社
長　

佐
々
木
か
を
り
さ
ん

　

※
他
、
ミ
ニ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
有
り

申
込
み
先

　
「
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
3
０
０
０
社

大
会
」運
営
事
務
局

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
２（
７
３
３
）０
７
１
２

　

Ｅ
メ
ー
ルkosodate@

ahc-net.co.jp

　

①
お
名
前
、
②
電
話
番
号
、
③
会
社
名

と
所
属
名
、
④
託
児
希
望
の
有
無（
有
の

場
合
は
お
子
様
の
人
数
と
年
齢
）

　

福
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

 http://w
w
w
.pref.fukuoka.lg.jp/

a04/taikai3000.htm
l

　

携
帯
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

 http://w
w
w
.shinsei.pref.fukuoka.

lg.jp/k/

　

※
参
加
費
無
料

問
合
せ
先

　
「
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
３
０
０
０
社

大
会
」運
営
事
務
局

　

㈱
ア
ソ
ウ
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー
内

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２（
７
３
３
）８
２
９
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
２（
７
３
３
）０
７
１
２

主　
　

催

　

福
岡
県
新
雇
用
開
発
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２（
６
４
３
）３
５
８
６

お
知
ら
せ
し
ま
す
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国道３号線（南バイパス）

旧国道３号線

至福岡 至大牟田西鉄春日原駅

JR春日駅
筑紫通り

至博多 至二日市

児童
相談所

春日市役所

クローバープラザ

春日公園航空自衛隊春日基地

福岡筑紫野線

�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � �
� � � � � � � � � � � � � � � � � � �
� � � � � � � � � � � � � � � � � � �
� � � � � � � � � � � � � � � � � � �
� � �

福祉人材センターでは、日頃から福祉の仕事の無料職業紹介を行っています。
また、福祉の仕事、資格、学校等の相談も行っていますのでご活用ください。 HP「福祉のお仕事」 　http://www.Fukushi-work.jp

主催／福岡県社会福祉協議会
共催／福岡中央公共職業安定所、久留米市・飯塚市・行橋市・北九州市各社会福祉協議会福祉人材バンク、全国社会福祉協議会中央福祉人材センター
後援／福岡県、厚生労働省、福岡労働局、各社会福祉施設種別協議会、福岡県社会福祉施設経営者協議会、福岡県看護協会、福岡県母子寡婦福祉連合会

駐車場は大変混み合いますので、公共交通機関をご利用ください。
●最寄りの交通機関　ＪＲ春日駅から徒歩約１分、西鉄電車春日原駅から徒歩約８分

平　直美さん
（特別養護老人ホーム 恵昭園 介護職員）

ふ
く
お
か
の
ふ
く
し
　
第
125

号
　
発
行
所
／
福
岡
県
春
日
市
原
町
3
丁
目
1
番
地
7　
福
岡
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
）
内
　
社
会
福
祉
法
人
　
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
TE
L（
092）

584-3377 FA
X
（
092）

584-3369　
発
行
日
／
2011

年
（
平
成
23
年
）
1
月
18
日
　
編
集
発
行
人
／
平
山
良
明
　
印
刷
所
／
福
岡
コ
ロ
ニ
ー


